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群馬大学―1頁 

２．大学の将来構想 

「将来構想」 

群馬大学は、昭和２４年に発足以来、実践的、実学

的研究と基礎的諸科学との融合を図りつつ、時代と社

会の要請に応えて、新しい知と先端学問分野の確立に

努力してきた。本学は、３キャンパス（荒牧、昭和及

び桐生キャンパス）に分散しているが、１０数年来、

各キャンパスの個性と機能性を明確に打ち出す機能別

キャンパス構想を掲げ、各キャンパス毎に特色ある教

育研究を進めてきた。その後この構想に加えて、学長

のリーダーシップのもと、キャンパスあるいは部局を

越えた教育研究の協力を行うべくインターファカルテ

ィ活動を推進し、特に医学部・生体調節研究所（昭和

キャンパス）と工学部（桐生キャンパス）の協力によ

り様々な共同研究を推進してきた。また、大学の理念・

目標の策定を進め、独創的先端学術研究の推進、学術

面での国際貢献の強化とともに、研究成果の社会還元

に努力することをうたい、地域連携推進本部など必要

な組織の整備拡充を図りつつある。 

 このような本学が取り組んできた教育研究計画の上

に立って、今回、２１世紀COEプログラムとして、生

命科学領域において「生体情報の受容伝達と機能発

現」を申請することとした。本プログラムでは、イン

ターファカルティ体制により生体情報伝達科学の教育

研究拠点を構築すること目的とする。生命体の情報伝

達研究は神経系によるものが主流であるが、本学では、

神経科学研究と並んで内分泌系による情報伝達機構の

研究が盛んである。本拠点では、神経系と内分泌系に

よる二大情報伝達系を統合的に連関させて研究する点

に特色を持たせる。内容は情報受容、細胞内伝達、応

答機能発現、更に精妙な情報伝達システムの形成機構

に関するものである。 

 本プログラムの研究者組織は、生体調節研究所を中

心に、医学系研究科、工学研究科の研究者からなって

いる。本拠点形成で核になる研究者は、関係学会をリ

ードし、国際的な舞台で活躍している。本学は、神経

系及び内分泌系情報伝達システムの研究のいずれにお

いても優れた実績を持ち、それはISIデータベースやサ

イエンスダイレクトのデータ（神経科学論文引用度指

数３位、生化学・遺伝学・分子生物学2001年論文数13

位）で示されている通りである。研究実績、研究組織

のいずれから見ても生体の二大情報伝達系を、情報受

容から応答行動まで統合的に研究できる機関は国際的

にも少なく、極めて特色ある拠点形成が可能である。 

「学長を中心としたマネジメント体制」 

  本学では、学長を中心としたマネジメント体制が制

度的に整備されている。学長は、副学長（２名）、学

長特別補佐（４名）並びに事務局長からなる運営会議

及び大学の運営に見識のある外部有識者（１０名）か

らなる運営諮問会議から補佐・助言を受ける。それに

基づき、学長の下にある将来計画委員会が基本的な全

学の将来計画を立案し、それに基づき各部局の将来計

画立案組織がそれぞれの将来計画を検討、さらに将来

計画委員会で検討、調整がなされる。学長は、このよ

うなプロセスで、来るべき国立大学法人化、大学の再

編・統合、２１世紀COEプログラムへの対応等を含めた

大学改革を強力に押し進めている。 

 大学の研究等で得られた成果を社会に還元する仕組

みも整備拡充されつつある。学長を本部長とする地域

連携推進本部が自治体、産業界、各種団体等との連携

を担当し、社会貢献への強化を図っている。 

このように、学長のリーダーシップを生かす体制の

もと、世界的な教育研究拠点の形成に向けて、様々な

工夫をしている。学内経費の配分では、従来の平等配

分方式を排除し、教育研究に実績のある部門への傾斜

配分や、大学が推進するプロジェクト等へ経費の重点

配分を行っている。学長の主導のもと、インターファ

カルティ活動を進め、キャンパスあるいは部局間にま

たがる組織による教育研究活動を奨励し、重点的に経

費配分を行っている。施設・スペースについては、新

設の建物、改修される建物は２０％の共同利用スペー

スを持つが、その利用方法は学長が主宰する施設整備

委員会で検討し、決定している。さらに将来計画委員

会の理念・目標策定部会において理念・目標の策定が

行われているが、その中で「独創的な研究を世界的水

準において展開すること」、また「研究者が国際舞台

で活発に活動できる機会を拡充し、国際貢献を推進す

る」等の目標を掲げ、研究者支援を積極的に行うこと

が決定されている。 

 今回の教育研究拠点の形成に当っては、学長直属の

将来計画委員会の下にプログラムの推進を担う専門部

会を設置し、プログラムが所期の目的を達成するまで
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将来計画委員会がプログラムの進行を強力に支援する。 

 

３．達成状況及び今後の展望    

「達成状況」 

① 国立大学法人化に伴う学内教育研究体制の改革 

 国立大学法人群馬大学の発足に先立ち、平成１５年

度には、本学の基本目標である「実践的・実学的研究

と基礎的諸科学との融合並びに新しい知と先端学問分

野の確立」をさらに効果的に達成するために、学内体

制を一段と整備した。まず、平成１５年４月に、医学

系研究科博士課程を医科学専攻博士課程へ改組・再編

して大学院講座を設置した。この改革では、医学部医

学科の研究者を基礎・臨床融合型の８大講座に配置し、

生体調節研究所の各研究部門がこれらの大講座のいず

れかに協力講座として参加することにより、医学系研

究科と生体調節研究所が連携して先端的生命医科学研

究を推進する体制を整えた。また、同年１０月には、

「研究・知的財産戦略本部」を設置し、その下に、「研

究戦略室」と「知的財産戦略室」を並置し、基礎研究

から応用研究、さらには知的財産の創出・管理・活用

を戦略的に推進する体制を整備した。この改革に伴い

「研究戦略室」が、２１世紀COEプログラムの推進を直

接的かつ強力に支援する体制となった。 

② 本事業推進への支援 

 本プログラムをより効果的に実施するために、学長

のリーダーシップの下にこの分野の教育研究拠点体制

を強化することとし、平成１６年度に本COE拠点の中核

となる生体調節研究所の改組を行い、教員定員を２８

名から３４名に増員するとともに、研究所内に生体情

報ゲノムリソースセンターを組み入れ、遺伝子組換え

実験を効率的に行う体制とした。また、学長裁量によ

り、群馬大学COE若手研究者奨励賞による顕彰と研究費

の配分、本事業担当者で事業推進に重要な役割を果た

している退官教授の客員教授への任用、本事業終了後

の永続的拠点「代謝シグナル研究展開センター」の設

置等の支援を行った。 

③ 本事業の達成状況 

 本学の学問的伝統を基盤として、「神経系と内分泌

系による二大情報伝達系の総合的理解」に関する研究

が順調に進捗し、新たな学術的知見を輩出し国際的に

も高い評価を受けた（インパクトファクター５以上の

掲載論文５８編、２回の国際シンポジウム開催等）。

また、人材育成においても、５年間に採用したCOE研究

員２２名中６名がアカデミックポジションを得る等の

着実な成果を挙げた。これらのことから、本事業は予

定通りの成果を挙げたと考える。事実、中間評価にお

いて「Ａ」評価を受けるとともに、２回の外部評価で、

国際的に高水準の研究の進展、学内生命科学研究組織

の着実な整備、並びに若手研究者の育成に関して高い

評価を受けた。本事業の成果は、本学が掲げる「独創

的な研究を世界的水準において展開すること」、また

「研究者が国際舞台で活発に学術的活動できる機会を

拡充し、国際貢献を推進する」等の目標の実現に貢献

した。 

「今後の展望」 

 本事業の成果に基づき、事業終了後も生体調節シグ

ナルに関する永続的な教育研究拠点として学内措置に

より、平成１９年４月に「代謝シグナル研究展開セン

ター」を設置した。それとともに、本学では、本事業

の成果を飛躍的に発展させるために、秋田大学との連

携による更に大規模な生体調節シグナル教育研究拠点

の形成を目指すこととした。秋田大学は、平成１４年

度より２１世紀COEプログラム「細胞の運命決定制御」

を実施し、がん・免疫系を中心とする生体情報の研究

で顕著な成果を挙げてきた。群馬大学、秋田大学とも

２１世紀COEプログラムの中間評価で「Ａ」評価を得て

おり、単独でもそれぞれの分野で高い教育研究能力を

有しているが、両者の効率的連携・融合により、神経

系・内分泌系・免疫系という互いに連関する生体の三

大調節系の教育研究を相補的かつ相乗的に展開するこ

とが可能となる。そこで両大学は、平成１８年度から

連携によるスケールメリットを獲得して従来以上の国

際的競争力を持つ「生体調節シグナルの統合的研究」

拠点を創設するために周到な準備を進めてきた。その

結果、両大学の教育研究を連携して推進するための組

織として「調節シグナル研究連携解析ステーション」

を設置し、連携組織内では、大学の枠を撤廃し、内分

泌系、神経系、免疫系の研究グループとともに分野横

断的研究ユニットを組織し、それぞれの系の枠を超え

た統合的調節シグナル研究分野を切り拓くことになっ

た。また、教育面においては、両大学で若手研究者（大

学院生・ポスドク）の育成プログラムとして、教員あ

るいは学生の相互乗り入れにより、相補的かつ統合的

で、より専門性の高い大学院講義、研究指導、学位審

査を実現することを計画した。両大学は両大学学長の

リーダーシップの下に、これらの研究・教育両面にお

ける連携システム構築のために全面的に協力すること

で合意し、平成１９年度グローバルCOEプログラムには

連携して拠点形成計画を提出した。 
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２１世紀ＣＯＥプログラム 平成１４年度採択拠点事業結果報告書 

機 関 名 群 馬 大 学 学長名 鈴木 守 拠点番号 Ａ06 

１．申請分野 Ａ<生命科学>   Ｂ<化学・材料科学>   Ｃ<情報・電気・電子>   Ｄ<人文科学>   Ｅ<学際・複合・新領域> 

２．拠点のプログラム名称 

（英訳名） 

生体情報の受容伝達と機能発現(Processing of Biosignals: Receptor Activation, Signal 
Transduction, Functional Expression and Animal Behaviors) 

※副題を添えている場合は、記入して下さい(和文のみ)

   研究分野及びキーワード 
<研究分野：生物科学 >(ホルモンと生理活性物質)(膜輸送と輸送タンパク質) 

(生体膜・受容体・チャンネル)(細胞情報伝達機構)(脳・神経系の情報処理)     

３．専攻等名 
生体調節研究所、医学系研究科医科学専攻（平成15年4月1日 研究科改組・再編に伴い医学系研

究科生理学系専攻より専攻名変更）、工学研究科生産工学専攻 

４．事業推進担当者 岡島 史和          計  １６ 名   

ふりがな<ローマ字> 

氏  名 所属部局(専攻等)・職名 
現在の専門 

学 位 

役割分担 

(事業実施期間中の拠点形成計画における分担事項)  
(拠点リーダー) 

   Okajima   Fumikazu 
岡 島 史 和 

 

Wakamatsu    Kaori 

若 松  馨 
 
Matozaki   Takashi 

的 崎  尚 
 
Izumi    Takashi 

和 泉 孝 志 
 
Harada    Akihiro 

原 田 彰 宏 
 
Izumi    Testuro 

泉  哲 郎 
 

Kojima       Itaru 

小 島  至 
 
Shirao   Tomoaki 

白 尾 智 明 
 
Kidokoro  Yoshiaki 

城 所 良 明 
 
Takeuchi  Toshiyuki 

竹 内 利 行 
 
Gomi   Hiroshi 

五 味 浩 司 
 
Hosaka    Masahiro 

穂 坂 正 博 
 
Saheki   Toshihiko 

佐 伯 俊 彦 
 
Sugimoto  Hiroyuki 

杉 本 博 之 
 
Kuromi      Hiroshi 

黒 見  坦 
 

Sekino   Yuko 

関 野 祐 子 

 
生体調節研究所・教授 
 
 
工学研究科生産工学専攻・教授 
 
 
生体調節研究所・教授 
 
 
医学系研究科医科学専攻（医学系研
究科生理学系専攻H15.4.1）・教授   
 
生体調節研究所・教授 
 
 
生体調節研究所・教授 
 
 
生体調節研究所・教授 
 
 
医学系研究科医科学専攻（医学系研
究科生理学系専攻H15.4.1）・教授
 
医学系研究科医科学専攻・教授（医学系研
究科生理学系専攻H15.4.1）（生体調節研
究所・客員教授H16.4.1）      
生体調節研究所・教授 
 
 
生体調節研究所・助教授 
 
 
生体調節研究所・助教授 
 
 
工学研究科生産工学専攻・助手 
 
 
医学系研究科医科学専攻・助教授（医
学系研究科生理学系専攻H15.4.1）
（非常勤講師H17.7.1）          
医学系研究科医科学専攻（医学系研
究科生理学系専攻H15.4.1）・助教授
 
医学系研究科医科学専攻・助教授（医学系研究科
生理学系専攻H15.4.1）（H17.2.28辞退）

 
生化学、内分泌学 薬
博 
 
生化学 理博 
 
 
分子生物学・生化学
医博 
 
分子生物学・生化学
医博 
 
細胞生物学 医博 
 
 
分子生物学 医博 
 
 
内分泌学・糖尿病学
医博 
 
神経科学・ 薬理学
医博 
 
神経科学・ 生理学
医博 
 
内分泌学  医博 
 
 
神経科学 農博 
 
 
生化学 学術博 
 
 
生化学 理博 
 
 
生化学 医博 
 
 
神経科学  薬博 
 
 
神経科学  医博 

 
細胞外情報分子の動態と受容応答機構 
 
 
GTP結合蛋白質のNMRとX線による構造解析 
 
 
チロシンキナーゼ型受容体と脱リン酸化酵素 
 
 
オーファン受容体のリガンドスクリーニング 
 
 
神経・内分泌細胞の細胞内輸送と極性形成機構 
 
 
インスリン分泌顆粒の開口放出機構 
 
 
成長因子による高次機能細胞への分化誘導機構 
 
 
神経間シナプス形成機序 
 
 
神経・筋接合部のシナプス形成機序 
 
 
内分泌組織のオートクリン的、パラクリン的機能構
築 
 
低分子量G蛋白による分泌顆粒輸送 
 
 
内分泌顆粒の形成と分泌蛋白の選別機構 
 
 
受容体シグナルによって活性化される転写因子の
遺伝子発現 
 
リン脂質代謝酵素によるメディエーターのシグナ
ル伝達 
 
シナプス小胞の細胞内移動と開口放出制御 
 
 
生理活性物質による神経経路の可塑性形成機序 

５．交付経費（単位：千円）千円未満は切り捨てる （  ）：間接経費 

年  度(平成) １ ４ １ ５ １ ６ １ ７ １ ８ 合  計 

交付金額(千円) 37,000 26,000 38,000
69,000 

(6,900)

70,070  

(7,007) 
240,070
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６．拠点形成の目的 

生体調節研究所の前身は1963年に群馬大学に大学

附置研究所として創設された内分泌研究所であり、長

らく、我が国の内分泌学研究で指導的な役割を果たし

てきた。一方、医学系研究科医科学専攻の神経研究グ

ループは世界的に有数の神経研究拠点として知られて

いる。ちなみに、ISIデータベース（1990―1999）の神

経科学分野の文献引用数では国内の大学で群馬大学は

東京大学、京都大学に次いで3位に位置している。また、

「サイエンスディレクト」での生化学・遺伝学・分子

生物学の2001年論文数で群馬大学は13位に位置してい

る。そこで、情報受容の分子機構に関して実績のある

工学部生物化学工学科を加え、“生体情報の受容伝達

と機能発現”に関する拠点形成を目指す（図１）。 

20世紀後期の生命科学は、細胞回転、腫瘍化機構に

代表される細胞分裂研究と、アポトーシスに代表され

る細胞死の研究、即ち生命体のライフサイクルから見

れば両端に位置する研究が隆盛を極めた。しかし細胞

は分裂して増殖したり、死ぬだけではなく、生命体を

構成する素子として、生体内で種々の制御を受けつつ

高次機能の発現に寄与する。本COEでは、多様な細胞機

能の調節を担う生体の二大情報伝達系である神経系と

内分泌系の総合的理解を目指して研究を行うのが特徴

である。類似のCOEとして秋田大学“細胞の運命決定機

構”、東京大学“生体シグナル伝達機構の領域横断的

研究”、神戸大学“蛋白質のシグナル伝達機構”があ

るが、神経系と内分泌系の総合的理解を標榜したCOE

拠点形成計画は他にはない。 

具体的には本拠点の研究事業は、「生体情報の受容」

「情報の伝達」「機能発現」「情報伝達システムの形成」

の４つのテーマに分けて推進される。これらの４テー

マの研究の進展によって、生体情報の受容から始まり

情報に対する応答反応、適応行動に至るまでの過程と、

生体情報系そのものの形成機序に関する理解が深まり、

内分泌系と神経系の二大情報伝達系の連携による生体

制御の仕組みの一端が解明される。内分泌、神経機能

に関連した生命活動の調節の仕組みの研究はそれ自身

地味な基礎的研究ではあるが、このような日常的な現

象の中に生命現象の普遍性があり、この普遍性の解明

こそ生命科学の重要な目標の一つである。一方で、本

プログラム研究から新しい創薬開発、再生医学への発

展も期待され、生命活動の中心に内分泌系、神経系と

いう二大情報伝達系があるという本COE拠点のコンセ

プトは維持しつつ、基礎研究の成果を医学臨床研究に

応用するいわゆるトランスレーショナル研究拠点とし

ての発展性も期待される。このように基礎生命科学か

ら臨床医学にまたがる内分泌系・神経系の総合的理解

と、さらにこれらの研究を担う人材育成を目指すこと

が本拠点の目的である。 

一方、群馬大学には本来生命科学研究拠点の中心と

なるべき理学部、農学部、薬学部はない。従って、群

馬大学の生命科学研究は上述のように生体調節研究所、

医学系研究科医科学専攻、工学部生物化学工学科に分

散し、個別に行われているのが実情である。そこで、

この拠点形成によって分散している学内の生命科学研

究組織の再編、統合を行い、群馬大学の伝統を継承し

つつ、個性的であるとともに国際的競争力をもつ生命

科学分野の研究教育拠点をつくることも本拠点形成の

重要な目的の一つである。このような考え方にそって、

本事業終了後は学内に、生体調節シグナルに関する永

続的な研究教育センターの構築を目指すこととする。 
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７．研究実施計画 

 本拠点では、「生体情報の受容」「情報の伝達」「機

能発現」「情報伝達システムの形成」の４つのテーマに

分けて研究を実施する（図２参照）。 

① 生体情報の受容 

 オートクリン、パラクリン因子としてS1P，LPAな
どの脂質性メディエーターの動態とその機能を解

析する。また、その受容体機能を制御することで、

癌細胞の浸潤・転移の抑制、動脈硬化の発症に関わ

る血管細胞の機能正常化など治療薬としての可能

性を検討する。 

 レセプターがＧ蛋白質を活性化する機構を立体構
造の視点から明らかにする。また、Ｇ蛋白質を活性

化するペプチドの探索及びそれを用いた細胞内情

報伝達解析。 

 LT, PAF, 2-AG, LPA などの既知の生理活性脂質に
ついて新たな生体機能を追求すると同時に、新規の

生理活性脂質の発見を目標とし、リン脂質の代謝並

びに分解、生理活性脂質の産生機構の解明、および

その標的受容体を同定し、これらの生体機能の解明

を目指す。 

②情報の伝達 

 新規細胞間シグナル伝達システム CD47-SHPS-1 系
が普遍的な細胞運動を抑制するシグナルとして機

能する。ノックアウトマウスなどを用い、神経機能、

免疫機能との関わりを調べる。 

 内分泌や細胞の極性の形成に関与する遺伝子、小胞
輸送関連遺伝子、脱リン酸化酵素等のノックアウト

マウスを作製してその分子細胞生物学的解析を行

い、これらの遺伝子の内分泌や細胞内小胞輸送等に

おける役割を解明する。 

 Rab27a および Granuphilin をはじめとする、その
エフェクター蛋白質の、内分泌細胞、特にインスリ

ン分泌顆粒の開口放出機構における役割を研究す

る。 

 Rab27a、Rab27b ノックアウトマウスを作製し、分
泌顆粒の開口放出機構における役割を研究する。 

③機能発現 

 膵幹細胞、肝幹細胞の分化誘導機構を明らかにする
とともに、これらをインスリン産生細胞へ人為的に

分化させる方法を確立し、in vitro で大量の膵β

細胞を分化させる技術を確立する。またそれを効率

よく細胞移植する方法を確立する。 

 受容体シグナルによって活性化される転写因子の
遺伝子発現並びに分化誘導因子による細胞分化機

構の解析。 

 ホスファチジルコリンやホスファチジルエタノー
ルアミンなどのリン脂質合成の律速酵素の活性制

御、転写制御のメカニズムの解明を目指す。また、

これら転写因子の細胞分裂における役割を明らか

にする。 

 内分泌顆粒の形成・分泌・エンドサイトーシスを新
規コレステロール結合プローブを用いて追跡し、顆

粒膜の高コレステロールドメイン形成メカニズム

を解明する。 

 膵β細胞における長期にわたるcAMP依存性インス
リン発現機構の解析。総合的なインスリン発現機構

の評価による膵β細胞の高次機能長期維持機構の

解析。 

④情報伝達システムの形成 

 シナプス小胞融合におけるシナプトタグミンⅠの
機能解析。エンドサイトーシスとエクソサイトーシ

スに関わるカルシウムの役割とリン酸化の機能解

析。時計遺伝子、perの長期記憶保持における役割。

ショウジョウバエ塩味受容体のクローニング。 

 神経末端におけるシナプス小胞のリサイクル機構
を分子レベルで明らかにする。さらに、このリサイ

クル機構が、シナプス信号伝達効率、動物の行動発

現にどのように関与しているか明らかにする。 

 シナプス形成に関与する細胞骨格蛋白を遺伝子工
学的手法によりに変化させ、シナプスの形成・維持

機構の解明を目指す。 

 培養海馬神経細胞シナプスで、神経伝達物質受容体
の活性化によるアクチン細胞骨格の動的構造変化

を観察し、神経活動によるアクチン細胞骨格の制御

機構を解明する。 

 

図２ 研究計画の概要
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８．教育実施計画 

 若手研究者の育成のために、経済的支援、競争的環

境の醸成、国際性の涵養、教育環境の整備を中心に以

下の取組みを行う。 

① COE研究員の採用 

COE の中間評価ではＡランクの評価を得たが、特記

事項では、ポスドク等の若い実働の研究員が少ないと

の指摘を受けたので、若手研究者の採用を増やし、研

究、教育組織の一層の充実を目指すこととする。COE

補助金によるCOE研究員の採用は２名（平成14年）、 

３名（平成15年）、５名（平成16年）であった。そ

こで、今後このCOE研究員の採用を重点的に改善する。

特に、他大学からの研究員の採用を目指す。さらに、

COE 教員の採用も行い、拠点形成に特化した研究のみ

ならず教育も行っていただき、次代の優れた研究リー

ダーの育成を目指す。 

② 大学院生への経済的サポート 
大学院生をリサーチアシスタント(RA)として、研究

の補助をさせ、大学院生の経済基盤を安定化する。 

③ 競争的環境での若手研究者育成 
従来から生体調節研究所では任期性助手、優秀な研

究論文を発表した若手研究者に所長裁量経費によって

研究費の補助を行っているが、今後もこれを継続する。

また、若手研究者が独自に実験を計画し遂行すること

を奨励するためCOE補助金による若手研究者への研究

費補助を増額する。さらに、優秀な研究をした若手研

究者の業績を讚え、今後の研究を奨励するCOE若手研

究者奨励賞（学長裁量経費）を設置する。 

④ 国際シンポジウムの開催 
国際語である英語による最先端研究を知る機会と

して国際シンポジウムを開催する。世界的に一流の国

内外の研究者を招待し、時間も二日間にわたり、実質

的に内容のあるシンポジウムにする。その際に若手研

究者が英語によるポスター発表も行い、国際的に一流

の研究者とディスカッションする機会を設ける。 

⑤ 国際セミナーの開催 
国際シンポジウムは世界最先端の研究を英語で知

ることが目的であるが、今後世界に羽ばたく若手研究

者が自身の研究成果を英語で発表し、また、同年代の

外国の若手研究者の発表を聞いて意見交換を行い、フ

レンドシップを培うことを目的として COE 

international seminar by young scientists を毎年

度、開催する。 

⑥ 若手研究者の国際学会参加支援 

若手研究者の国際学会での発表を奨励するために

参加旅費の援助を行う。 

⑦ 若手研究者の教育 

神経科学と内分泌科学の総合的理解を図るため、細

胞生物学，生化学，生理学，分子生物学、関連学問分

野の連続講義を開催する。また、実験技術習得のため、

遺伝子操作技術，実験動物取扱法，細胞内小器官の可

視化技術，ラジオアイソトープ取扱法，ラジオイムノ

アッセイ等の基本的測定技術，抗体作成法など基本技

術について適宜、実習、演習を行う。 

⑧ 退官教官の拠点活動の継続 

平成15年度をもって医学系研究科医科学専攻を定

年退官となる城所事業推進担当者を客員教授に任命し

て拠点形成活動を継続させる。城所事業推進担当者は

ソーク研究所、UCLAなど米国での研究教育歴が約15年

に及ぶので、COE拠点形成の教育面で特に英語による学

会発表の方法、英語論文の書き方など大学院生、若手

研究員の指導を担当する。 
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９．研究教育拠点形成活動実績 

①目的の達成状況 

1)世界最高水準の研究教育拠点形成計画全体の目的達

成度 

本COEプログラムの使命は内分泌研究で実績のある

生体調節研究所が主体となり神経系研究で実績のある

医学研究科、工学部と連携を密にして、内分泌系・神

経系の総合的展開を目指すこと、さらに、群馬大学に

おける生命科学の実質的な研究教育拠点となることで

ある。このような拠点形成によって若手研究者の経済

基盤、教育・研究基盤を充実し、今後の生命科学研究

を担う人材を育成することを目指してきた。中間評価

をはさんだ５年間、当初の使命を果たすべく、COE 学

内生命科学研究教育組織の整備､若手研究者の育成の

面で様々な取組みを行ってきた｡学内生命科学研究教

育組織の整備に関しては、医学系研究科において、医

学系大学院講座化（平成１５年４月）、また、生命医科

学専攻修士課程を設置した（平成１９年４月）。生体調

節研究所では改組をおこない学内の遺伝子実験施設を

取り込み、附属生体情報ゲノムリソースセンターを設

置した（平成１６年１２月）。この改組により、研究に

必要なゲノム情報解析、遺伝子改変動物の作成、供与

などの面でのバックアップ体制が強化された。また、

生体調節系の仕組みに関する基礎的な研究を集約し、

その研究成果を生体調節系の破綻としての疾患、特に

糖尿病、動脈硬化などの生活習慣病に対する治療戦略

の構築も可能なセンターとして代謝シグナル研究展開

センターを設置した（平成１９年４月）。当センターが

次期に予定されるグローバルCOE生命科学分野の中核

組織となることを期待している｡若手育成の面での実

績は“２）人材育成面での成果と拠点形成への寄与”

でのべるように、様々な取組みを行い想定通りの成果

を挙げてきた。平成１６年の中間評価では当初計画は

順調に実施に移され、現行の努力を継続することによ

って目的達成が可能と評価されるとのＡ評価を得た。

この中間評価に先立ち第１回目の外部評価委員会（委

員長：中嶋克行・日本抗体研究所診断事業部長）を平

成１６年３月１５日に行った。この外部評価委員会で

は“基礎学問としての内分泌系および神経系それぞれ

のメカニズム研究として、国際的な水準で研究が進め

られており、発表論文に関しても高水準のジャーナル

に掲載され、新たな学術的知見として国際的に評価さ

れていることが分る”とのコメントを得た。また、５

年間のCOE活動の終了に際して第２回目の外部評価委

員会(委員長：三箇山俊文・キリンビール㈱医薬カンパ

ニー企画部部長)を平成１９年３月１３日に実施した。

第２回目の外部評価委員会では“拠点活動に関して学

内生命科学研究教育組織の着実な整備、並びに若手研

究者の育成等において優れた成果を上げ、今後、社会

への貢献でも大いに期待できる状況を作り出してきた

ことについて高く評価できる”とのコメントを得た。

このように、COE プログラム委員会の中間評価でのコ

メント、二回に及ぶ外部評価委員会でのコメントを考

え合わせると、想定どおりの成果を挙げたと評価され

る。 

2)人材育成面での成果と拠点形成への寄与 

若手研究者の育成のために以下の取組みをしてき

た。 

（１）若手研究者の経済基盤、研究基盤の援助：COE

研究員（５年間に延べ３４名）、RA（延べ４７名）の

採用、若手研究者の研究費の援助を心掛けた（延べ７

５名に支給）。また、生体調節研究所では任期制助手、

優れた研究業績のある若手研究者に所長裁量により研

究費を配分している。さらに、群馬大学COE若手研究者

奨励賞を設置し（学長が決定）優秀な若手研究者の研

究奨励を行っている。 

（２）教育的な観点からの取組み：COE international 

seminar by young scientistsの開催（平成１６年度よ

り外国からの招待若手研究者を交えCOE研究員が中心

となった英語によるセミナーを３回開催）、国際シン

ポジウムでの英語によるポスター発表（平成１５年、

１８年開催）と勉強会、若手主催セミナー(平成１８年

度より)、英語論文書き方セミナーの開催(平成１７，

１８年)、国内外への学会参加援助、また、若手研究者

が自発的に考えたテーマで独自の研究を発展させる機

会を設け、経済的、学術的に援助していく努力を行っ

て来た。 

その育成効果としてはCOE研究員制度が研究者のキ

ャリアパスとして機能した点があげられる。この５年

間のCOE研究員は２２名（延べ３４名）である。このう

ち７名は現在も群馬大学非常勤研究員として研究を継

続しているが、残りの１５名のうち産休中の１名を除

いて教授１名、大学の助手６名がアカデミックポジシ

ョンを得、他の研究者もCOE教員（１名）、民間企業の

研究員（１名）、学術振興会研究員（２名）、医員（１

名）、米国でのポスドク（２名）として研究を継続し

ている。このように、COE研究員が研究者のキャリアパ

スとして十分機能していると考える。 

また、研究教育拠点形成にどのように寄与している

かに関してはCOE研究員の採用によって実質的な研究
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員の確保がなされた点があげられる｡COEの中心組織で

ある生体調節研究所は平成１６年度の改組により遺伝

子実験施設などの学内組織の取り込みなどによって２

８名から３４名へと教員数は増加したが、国際的な拠

点として新しい情報を発信し続けるためには研究者数

は必ずしも十分とはいえない。そのような意味でCOE

研究員の確保（５年間の延べ３４名中２６名が研究所

に配置された）は研究所の研究拠点の維持に極めて重

要であったと考える。その結果は上述した若手研究者

のアカデミックポジションの獲得、また、民間の研究

助成金の獲得(５年間で２０件)、学会賞の獲得(７件)

などの活性化に繋がっている。 

3)研究活動面での新たな分野の創成と、学術的知見等 

平成１４～１８年の５年間のインパクトファクタ

ー５以上のジャーナルで事業推進担当者が中心となっ

た論文が５８編ある。また、競争的資金（科学研究費

延べ１１０件、民間延べ３６件）の獲得、受託・共同

研究の実施、学会活動、国際学会への招待の状況から

研究活動が想定通りの評価を受けてきたと考えている。

この間の際立った研究成果としては以下のものが上げ

られる。（1）分泌顆粒の開口放出機構に重要な役割を

果たしているGranuphilinなどのエフェクター蛋白質

を同定し、低分子量GTP結合タンパク質Rab27aがインス

リン分泌顆粒の細胞膜ドッキング過程を制御している

ことを発見した。分泌小胞の定常的な細胞膜ドッキン

グは次の膜融合反応に必須の過程ではなく、むしろこ

れを一時的に抑制する過程であるという調節性分泌経

路の根幹的特性に関わる新説を提唱している（J. Clin. 
Invest. 115: 388 (2005); J. Cell. Biol. 171: 99 (2005) (添付
論文Ａ０６－３)）。（2）脳の機能を支えるシナプス

の形成におけるシナプス伝達の分子機構の解析で成果

をあげてきた。シナプス伝達には神経伝達物質の放出

に関わるエキソサイトーシスに加えエンドサイトーシ

スも不可欠であり、それぞれのプロセスに必要なカル

シウムは異なるタイプのカルシウムチャネルによって

供給されていることを明らかにした。これらの研究成

果は脳の記憶、学習におけるシナプスの可塑性を支え

る機構において、カルシウムチャネルが重要な役割を

担っていることを示し、脳の機能を理解するうえで大

きな貢献をしたと考えられる（Neuron 41:101 (2004)（添
付論文Ａ０６－２）。これらの研究成果は内分泌、神

経伝達物質の分泌に関して分泌生物学(secretology)

という新しい学術分野の創成に貢献した。その他、(3) 

CD47-SHPS-1系がチロシンリン酸化シグナル、低分子量

G蛋白質シグナルを介して、細胞の運動、マクロファー

ジ貪食、神経突起形成な様々な生命現象を制御する分

子機構の一端を明らかにした研究は細胞膜を介する双

方向性のシグナル伝達系の重要性を示した点で高く評

価される（EMBO J. 22: 2634 (2003) （添付論文Ａ０６
－１）; Blood 107: 341 (2006)）。(4)上皮細胞の基底側
の細胞膜への蛋白の輸送に重要と考えられていたrab8

のノックアウトマウスを作製したところ、予想とは反

対に小腸の頂端側の細胞膜に局在する蛋白が細胞内に

蓄積した。またこのマウスでは小腸の微絨毛が短くな

って小腸での栄養吸収が低下するため、飢餓状態によ

り死亡した。このマウスでは内腔に微絨毛を持つ

vacuoleが生じるが、同様の所見を生じるヒトの遺伝性

疾患でrab8の蛋白、 mRNA量が減少しており、この疾患

の診断治療にも有用と思われる(Nature in press 

(2007))。 

4)事業推進担当者相互の有機的連携 

生体調節研究所分野別研究成果発表会、COE 研究

成果発表会、COE international seminarを開催し、

事業推進担当者相互の研究内容を知る機会を設け、

共同研究を推進している。たとえば、分泌顆粒の形

成とソーティングから開口放出機構に関わる関連

蛋白質の機能解析などで竹内事業推進担当者と泉

事業推進担当者間で多数の共同研究成果

（J.Biol.Chem.；Mol.Cell.Biol.などの国際学術誌に
12報）を発表している。また、原田事業推進担当者

は的崎事業推進担当者と共同で受容体型チロシン

ホスファターゼ、また、岡島事業推進担当者とは細

胞外pHを感知するＧ蛋白質共役受容体(OGR1、GPR4)

のノックアウトマウスの作成などで共同研究（論文

発表に向けデータの取得中）を行っている。いづれ

にしても、各事業推進担当者の教室に所属する大学

院生、研究員が他の事業推進担当者の教室に自由に

出入りして実験技術などの情報交換を行うことは

日常的になった点は歓迎すべき点である。 

5)国際競争力ある大学づくりへの貢献度 

国際競争力のある大学づくりは質の高い研究成果

をさまざまな媒介を通して発信することが最重要であ

る。そのため、質の高い国際ジャーナル誌での論文掲

載（主導的に行った研究論文のうち、インパクトファ

クター５以上のジャーナル掲載論文５８編）、COE関連

内容での国際シンポジウムの開催（２回：平成１５年

１１月、平成１８年１１月）、国際学会などでの招待講

演（２０件）、国外の大学、研究所との国際交流協定の

締結（韓国全南大学ホルモン研究センターなど）、共同

研究（日韓科学協力事業共同研究，University of 
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California Los Angelesとの共同研究など）などの取

組みを行ってきた。国際的な研究拠点として十分認知

されていると考える。 

6)国内外に向けた情報発信 

国際競争力のための取組と関連し、できる限り質

（インパクトファクター）の高い国際ジャーナルでの

論文発表、国際COEシンポジウムの開催（平成１５年、

１８年にその宣伝をNature等の学術誌や、新聞で紹介）、

国際若手セミナー（COE international seminar by 

young scientists）の開催（３回）、国内外の関連学

会への参加、招待講演、COE研究成果発表会（各年度末）

などの開催を通して、国内外に情報を発信してきた。

また、科学新聞（平成１６年１月と平成１９年２月）、

化学会誌“化学と工業”（平成１８年８月）、日経Ｂ

Ｐムック群馬大学（平成１９年２月）などで事業推進

担当者の研究内容を紹介した。５年間の最終実績報告

書、また、２回行った外部評価報告書を国内の関連部

局、施設に郵送した。さらに、ホームページで研究内

容、研究成果、シンポジウム、セミナーの案内を適宜

掲載している。 

7)拠点形成費等補助金の使途について（拠点形成のた

め効果的に使用されたか） 

５年間のCOE補助金は総計２億４００７万円であり、

生命科学分野の中ではむしろ少ないほうである。この

うちCOEアシスタント、COE研究員を含む人件費に４

１％、若手研究者研究費に３６％使用した。残りは国

際シンポジウム、国際セミナー、研究報告会の開催、

旅費など事業推進のための費用である。上述したよう

に２年間のインパクトファクター５以上のジャーナル

で事業推進担当者が中心となった論文が５８編である。

単純計算では一論文あたり４１４万円とCOE研究費は

効率的に使用されていると考える。 

②今後の展望 

５年間の群馬大学のCOEプログラムでは内分泌、神

経に関する生体情報について細胞生物学的、生化学的、

生理学的なアプローチを中心に解析してきた。この間

想定通りの成果を挙げることができたと考えている。

今後、これらの取組みをさらに発展させるための中核

組織として代謝シグナル研究展開センターを設置した。

ここでは従来の生体調節研究所の生命科学に関する基

礎研究を集約し、学内の研究組織との共同研究、医学

部附属病院との共同によるトランスレーショナルリサ

ーチの展開を円滑に進めることも視野に入れている。

しかし、生体情報を全体像から観ると内分泌、神経に

並び称される免疫に関わる部分が抜けおちている感は

否めなかった。この５年間の群馬大学内における共同

研究体制は有効に機能したと考えるが、さらなる研究

の質の向上、効率的な研究の展開のためには新しい技

術の導入も必須である。秋田大学の生命科学COEプログ

ラムも生体情報に関するものであるが、特に遺伝子欠

損マウスの作成技術の面で優れており、癌、免疫に関

する生体情報の解析を個体レベルでのアプローチを中

心に展開してきた。平成１６年の中間評価では群馬大

学と同様最高点のＡランクの評価であるが、今後、研

究の質の向上、効率的な研究展開の必要性を群馬大学

同様、認識していた。そこで、次期のグローバルCOE

プログラムは秋田大学と連携することで飛躍的な展開

を目指すことを計画した。この連携により、群馬大学

サイドからは内分泌、神経に加え免疫に関わる生体情

報研究を取り入れることができること、実験的な技術

では細胞生物学的、生化学的なアプローチに加え遺伝

子改変動物を用いたアプローチを現在よりもさらに有

効に取り入れることができることなどのメリットが考

えられ、研究における相補的かつ相乗的な効果が期待

される。新しいグローバルCOEに採択された場合におい

ても若手育成は最重要課題であり、５年間で培われた

若手育成プログラムを継続発展させていくことで、今

後も、新しい人材が巣立っていく場になることを目指

している。 

③その他（世界的な研究教育拠点の形成が学内外に与

えた影響度） 

群馬大学は、薬学部、農学部、理学部など生命科学

の中心となるべき研究科を持っていない。生体調節研

究所を中心とした研究グループがCOE拠点として採択

後、群馬大学に生命科学懇談会が設置された。この懇

談会の機能はその後全学的に組織された研究戦略室に

受け継がれた。研究戦略室においても、本COE拠点に対

しては今後の群馬大学における生命科学の中核拠点と

して継続的な学内支援の重要性が確認され、若手研究

奨励賞の設置、退官教授の非常勤教授としての採用、

COE研究員の継続参加の保証、生体調節研究所の拡充を

伴う発展的な研究所改組、代謝シグナル研究展開セン

ターの設置などが学長のリーダーシップの下で強力に

推し進められている。また、５年間の共同研究、受託

研究が２８件、特許申請も１５件に達する。このよう

に産学連携に関わる実績は確実に増加し、群馬県内の

企業との共同研究など群馬県の地域社会への貢献も行

っている。 
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②国際会議等の開催状況【公表】 

（事業実施期間中に開催した主な国際会議等の開催時期・場所、会議等の名称、参加人数（うち外国人参加者数）、主な招待講演者

（３名程度）） 

 

国際シンポジウム 

開催時期: 平成１５年１１月２１-２２日 

場所: 群馬会館（前橋） 

会議の名称：群馬大学国際シンポジウム（Molecular mechanisms for vesicle trafficking and membrane 

fusion） 

参加人数 １６５名（うち外国人参加者数：講演発表者６名、大学院生等１０名） 

主な招待講演者：  

Erwin Neher ドイツ・マックスプランク研究所・所長 
1991年医学・生理学ノーベル賞受賞者 

従来の電気生理学的記録を一新させたパッチクランプ法の創出者。 

 
R. W. Tsien 米国スタンフォード大学医学部主任教授 

カルシウム・チャネルの世界的権威 

最近はシナプス小胞の動態を光学的に調べ、新しい説を提唱している。 

 
W. J. Betz  米国コロラド大学医学部主任教授生理学教室チェアマン 

シナプス小胞のリサイクリングを研究するための蛍光色素を導入し、次々と新しい現

象を発表している。 

 

 

国際シンポジウム 

開催時期: 平成１８年１１月１-２日 

場所: ミレニアム・ホール（群馬大学構内：前橋） 

会議の名称：群馬大学COE国際シンポジウム（Molecular physiology and pathology of membranre 

traffic） 

参加人数 １４０名（うち外国人参加者数：講演発表者６名、大学院生等１０名） 

主な招待講演者： 

Thomas C. Südhof テキサス大学南西医学センター・所長 
米国科学アカデミーの会員、Howard Hughes Medical InstituteのInvestigator 

神経シナプス小胞の開口放出機構に関する権威。 

 
Thomas F.J. Martin ウィスコンシン大学・教授 

NIH MERIT Award、McKnight Investigator Awardなどを受賞。 

神経シナプス小胞や副腎髄質分泌顆粒の開口放出機構に関する研究を先導してきた。

 
David E. James ガーヴァン医学研究所・所長 

アメリカ糖尿病学会、Juvenile Diabetes Foundationなどから数々の賞を受賞。 

脂肪細胞糖輸送担体Glut4の細胞内輸送に関する権威。 
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２．教育活動実績【公表】 
博士課程等若手研究者の人材育成プログラムなど特色ある教育取組等についての、各取組の対象（選抜するものであればその方法を

含む）、実施時期、具体的内容 

（1）国際的な感覚の育成 
 COE international seminar by young scientists の開催：平成１７年２月、１８年２月、１９
年２月の３回、外国からの招待若手研究者（２～３名）を交え COE 研究員（群馬大学からは数
名）が中心となった英語によるセミナーを開催した。国際シンポジウムは生命科学の最先端研
究を対象としているのに対し、このセミナーでは今後世界にはばたく若手研究者が自分の研究
発表を国際語である英語で相手に伝え、また、同年代の外国人若手研究者の研究内容を知りフ
レンドシップを培うことを目的としている。いずれのセミナーでも参加者は５０名程度あり、
活発な討論ができた。 

 国際シンポジウムでの英語によるポスター発表と勉強会：平成１５年１１月、１８年１１月開
催のシンポジウム時に若手研究者によってポスター発表（それぞれ３６題、２６題）が行われ
た。国際的に著名な研究者からいろいろなアドバイスを受ける良い機会になったと考える。ま
た、シンポジウムに先立ち、招待講演者の研究業績に関する勉強会も行われた。 

 英語論文書き方セミナーの開催：平成１７年８月，１８年８月に事業推進担当者が文部科学省
「魅力ある大学院教育」イニシアティブ主催のセミナーに講師として大学院生、若手研究者に
英語論文作成の際の注意事項などを講義した。 

 若手研究者の国内、国際学会支援：例年、国内での学会発表者１０名前後、国際学会発表者２
名の参加を補助した。 

 
（2） 若手研究者への研究助成：競争的環境下での研究費の助成 

 若手研究者研究助成、RA 制度：若手研究者が自発的に考えたテーマで独自の研究を発展させる
機会を設け学術的、経済的に援助していく努力を行って来た。５年間で延べ７５名に研究費を
配分し、また延べ４７名の大学院生を RA として採用した。 

 生体調節研究所若手研究者奨励：この制度は COE 制度が始まる以前より継続しているが所長裁
量経費により任期制助手、優れた研究を行った若手研究者を対象に研究費を配分した。 

 群馬大学 COE 若手研究者奨励賞の設置：平成１６年度より学長裁量による若手研究者奨励賞を
設置した。各事業推進担当者より推薦していただきチームリーダーが学長に推薦するという形
をとり、平成１６年度から１８年度の３年間で１１名に授与した。 

 
（3） その他の取組み 

 若手企画による生体調節研究所セミナー：若手研究者が人選からすべてをオーガナイズする若
手企画セミナー(平成１８年１１月)を開催した。今後、この取組みを継続しておこなう予定で
ある。 

 連続講義と基礎技術実習：平成１５年の医学系研究科の大学院講座化の実現に際して４つの系
に分類された。この４つの系が独自に連続講義を行った。異分野の講義をきけるまたとない機
会となった。また、基礎技術実習では細胞培養、小実験動物操作法など生命科学の研究には必
須の技術指導を受ける機会を設けた。 

 
（4）成果 
“様式２（非公表）留意事項・参考意見への対応とその結果”欄でも記載したが、これらの取組み
は以下に述べる育成効果を生み出した。 
 COE 研究員制度が研究者のキャリアパスとして機能：５年間の COE 研究員の２２名（延べ３４名）
のうち平成１８年度も継続あるいは新規の者を除いた１５名の進路は教授１名、大学の助手６名
がアカデミックポジションを得、他の研究者も COE 教員（１名）、民間企業の研究員（１名）、
学術振興会研究員（２名）、医員（１名）、米国留学（２名）と研究を継続している。 

 民間の研究助成金の獲得：若手研究者、大学院生が５年間で受けた民間の研究助成は中島記念国
際交流財団日本人若手研究者研究助成金 (平成１４年度)、上原記念生命科学財団研究奨励金(平
成１５、１７年度) など約２０件に達する。 

 学会賞、シンポジウムへの招待：米国臨床検査医学会ヤングインベスティゲーター賞 (平成１４
年度)、国際神経化学会ヤングインベスティゲーター賞 (平成１７年度)をはじめ国内外の学会賞
の受賞が７件。また、国際シンポジウムへの招待が２件あった。 

 国際誌への論文発表： COE 若手研究員、研究助成をうけた若手研究者、COE 若手研究者奨励賞受
賞者の発表論文のうちファーストオーサー論文はこの５年間で約４０編である。その主なものは
J.Biol.Chem. ５編; Diabetes ２編；Endocrinology  ２編； J.Neurosci. ２編； J.Clin.Invest.； Blood; 
EMBO J.；J.Cell Biol; Oncogene； J.Immunol.; Am.J.Resp.Crit.CareMed; Proc.Natl.Acad.Sci.USA；
J.Cell Sci.；Mol.Biol.Cell; Arterioscler.Thromb.Vasc.Biol. などに発表された。 

 

 



機関名： 群馬大学  拠点番号： Ａ０６    ２１世紀ＣＯＥプログラム委員会における事後評価結果  （総括評価） 設定された目的は概ね達成され、期待どおりの成果があった （コメント） 研究教育拠点形成計画全体については、生体調節研究所が主体となり、生物系と工学系の異分野連携によって内分泌系・神経系の研究拠点として先進的な研究を展開するとともに、生命科学の教育・研究拠点形成を目指し、目的は概ね達成されたと評価できる。 研究活動面では、内分泌、神経伝達物質分泌機構をはじめ細胞膜機能に関し国際的レベルの新知見を得た。しかしながら、従来の体制による相加的な研究成果に比べ、ＣＯＥ支援によってどのようにシナジーを以って増強されたか、どのような研究新分野が生まれたかについて、報告書からは読み取りにくい。 また人材育成面でも、ＣＯＥ研究員制度を若手研究者のキャリアパスとして機能させるなど成果を挙げたことは評価されるが、報告書に工学研究科生産工学専攻へのインパクトについての記載がなく、この部分については今後成果を明らかにすることが望まれる。  補助事業終了後の持続的な展開については、平成１９年４月に基礎研究の集約とトランスレーショナルリサーチの展開を目指した代謝シグナル研究展開センターを設置し、免疫研究を推進する秋田大学と連携することが計画されており、更なる発展が期待される。   

 


